
平成 30 年 11 月 23 日 （祝）　

飯盛城跡現地説明会資料
調査場所 ： 虎口 ・ 千畳敷曲輪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大東市教育委員会

１ はじめに

 

　飯盛城跡は大東市 ・ 四條畷市にまたがる標

高約 314m の飯盛山に築かれた戦国時代の山

城です。 城域は東西約 400 ｍ、 南北約 700m

を測り、 東は権現川、 西は急峻な斜面の自然

地形によって守られています。

　大東市と四條畷市では、 大阪府内最大級の

山城である飯盛城跡の国史跡指定に向けて、

平成 28 年度から飯盛城跡の規模や構造を明

らかにするために測量調査 （航空レーザー測

量）、 分布調査、 発掘調査などを実施してきま

した。

　　大東市では、 今回、 調査最終年にあたっ

て、「千畳敷曲輪」 と城の出入口である 「虎口」

の発掘調査と石垣の測量調査を実施しました。

【「虎口」 の発掘調査 ・ 石垣の測量調査】

　城の出入口である虎口の構造を明らかにするために

発掘調査と石垣の測量調査を実施しました。 調査の

結果、 虎口の東側に築かれた石垣が曲輪の斜面を取

り巻いていること、 南丸の裾に築かれた西側の石垣は

見えていた築石の下にもう一段、 石が積まれているこ

となどが明らかになりました。

【「千畳敷曲輪」 の発掘調査】　

　NHKFM 送信所から一段下の曲輪の発掘調査では、

西側の土塁は岩盤を削り出して築かれており （第１ト

レンチ）、　削り出した土を南側の谷に盛土し、 曲輪の

平坦面を広げています。

　曲輪の造成にあたって、 大規模な土木工事が行わ

れたことがわかりました。

２　調査の概要

【虎口 （こぐち）】

　曲輪の出入り口。 城兵の出入りのために土塁や堀が途切れており、 弱点を補うため、 守りやすく、 攻め出しやすいよ

うに工夫されました。戦国時代の終わりに発達した虎口の設計は、「桝形虎口」などの複雑な様式を数多くうみだしました。

【曲輪 （くるわ）】

　山城の中で、 山頂や山腹などを削って平らにした場所。 周辺は急な斜面や土塁、 堀で守られていることが多く、 兵士

が駐在したり、 建物が建っていた可能性の高い場所です。 近世の城では 「本丸」 「二の丸」 「三の丸」 などと呼ばれ

ていましたが、 現在は、 本丸のように城の中心となる曲輪のことを 「主郭」、 それ以外は 「曲輪１」 「曲輪２」 のように

表記するのが一般的です。

【切岸 （きりぎし）】

　曲輪のまわりや、防衛の強化が必要な場所の斜面を削り、人工的に作った急斜面。 切り立った崖のようにして敵が登っ

てくるのを防ぎます。

【土塁 （どるい）】

　曲輪を囲んで積み上げた土壁。 雨が降ると土が崩れるため、 積み石で土止めをすることもあります。

【堀 （ほり）】

　敵の侵入を防ぐために城の周りに掘られた溝。 水が張られた堀を 「水堀」、 張られていない堀を 「空堀」 と呼び、 近

世の平城には水掘が作られましたが、 中世では空堀が一般的です。 山の周囲に流れる川を 「天然の堀」 として利用

する例もあります。

【堀切 （ほりきり）】

　山の尾根に作られた堀。 尾根は最も山を登りやすいところなので、 敵の侵攻を妨ぐために、 尾根を断ち切るような形

で掘られる山城の基本的な堀です。 ふつうは、 水が張られていない 「空堀」 でした。

【土橋 （どばし）】

　堀切を渡るために架けられた土の橋。 木で出来た橋を架ける場合もありました。 堀切で遮断している状態は戦うとき

には有効ですが、 普段は人が通行するため橋があるほうが便利だったことがうかがえます。 敵が攻めてきたときには、

木橋を落として防御しました。

【竪堀 （たてぼり）】

　尾根伝いに攻める以外に、 山の斜面を回り込んで攻め登る敵を防ぐために、 斜面に掘られた堀のこと。 もとは堀切を

延長するように斜面に伸ばしたものから始まり、 やがて斜面を横に移動しにくくするために単独でも作られるようになりま

した。 斜面に３本以上の竪堀を並べて一面を覆ったものは畝状空堀 （群） と呼ばれます。

【横堀 （よこぼり）】

　曲輪に沿った堀のこと。 平地の城館では早くから建物の周囲に堀を設けていましたが、 もともと堅固な山に作られてい

た山城では、 曲輪の周りに堀を掘ることはあまりなく、 横堀は戦国時代になって登場しました。
＊高槻市立しろあと歴史館 2014　高槻市立しろあと歴史館平成 26 年秋季特別展　戦国　大阪の城 - 動乱の時代と天下統一図録 『大阪のお城がわかる本』　より

【知っておきたい城の用語解説】
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　岩盤を削りだして作った土塁 ( 第１トレンチ )



大東市　平成 30 年度　発掘調査・測量箇所 飯盛城跡の虎口
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　「南丸」 の斜面裾 （左側） と東側の曲輪の斜面 （右側） に石垣を築いています。

　「千畳敷曲輪」 へ続く通路は西に少しカーブしており、 虎口から曲輪の入口を直接見通す

　ことができないように工夫されています。 両側の曲輪から城内に侵入した敵を攻撃できる

　構造であったと推定されます。

「千畳敷曲輪」 から虎口東側の

曲輪を望む。

手前左が千畳敷に築かれた土

塁 （第５トレンチ）、 奥に見える

平坦面が虎口東側の曲輪 （第

６トレンチ）。

南丸の斜面裾に築かれた石垣 （第７トレンチ）。

虎口東側の曲輪斜面を取り巻く石垣（第８トレンチ）。

虎口

千畳敷曲輪

NHKFM 送信所

南丸


